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　3年前の編集後記（皮膚臨床，59：1936，2017）で，投稿論文によくみられる変換ミスに
ついて書きました。「有意，優位」「海綿，海面」「曝露，暴露」「健診，検診」「斑，班」「菌
種，菌腫」「空胞，空砲」「考按，考案」などです。その後，本誌投稿論文を査読するなかで
新しい例を集めましたので，論文執筆時の参考にして頂ければと思います。
・ 異型，異形：atypiaの意味では前者を用い，後者は医学論文ではほとんど使いません。ち
なみに後者は「いけい」の変換でも出てきますが，通常の読みは「いぎょう」で，医学で
はなく文学的な表現です。もちろん意味も全然違います。
・ 異型性，異形成：上の例と紛らわしいのですが，前者は atypism，後者は dysplasiaの意
味で，どちらも正式な医学用語です。前者は異型・性，後者は異・形成ですね。皮膚科で
は後者は使うことが少ないので，たまに骨髄異形成症候群と書こうとすると，骨髄異型性
症候群と誤変換してしまいやすいようです。ちなみに，異形性という用語はありません。

・ 不整，不正：辺縁不整，不整形など，irregularの意味で前者はよく使われますが，後者は
皮膚科ではほとんど使いません。手書きなら間違うはずはありませんが，通常の変換では
不整より先に不正が出てきますので，注意しないと間違えてしまいます。なお産婦人科用
語で不正出血というのがありますが，病的な出血のことを不正な出血と表現するのは少し
おかしいように思います。
・ 痂皮，痂疲：なぜか最近の投稿論文によくみるのが痂疲という誤変換です。あまりに頻発
するので，ひょっとして痂疲という表記もあるのかと心配になりましたが，皮膚科の教科
書はすべて痂皮ですし，どう考えても「かさぶたが疲れる」では意味を成しません。小生
の PCでも，かひを変換すると痂皮，痂疲の両方が出てきます。なぜこのような誤った変
換がワープロ辞書に入っているのか謎ですが，ぜひご注意ください。
・ 寛解，緩解：この二つはほぼ同じ意味で，どちらを使っても間違いではありません。字義
を調べても，寛も緩もゆるやかという意味であり，使い分けは不可能です。医学の世界で
は従来寛解と書くことが多かったように思うので，私は寛解と書きますが，緩解を好む人
がいたとしても，それを否定する根拠は持ち合わせていません。最近のウイルス禍に関連
して終息と収束という読みが同じ二つの言葉がよく用いられますが，ある言葉の専門家
が，流行がおさまるという意味ではどちらを使っても大きな差はなく，使い分けるのは難
しいと書いていました。どちらでもよいのなら気楽なものですが，この二つには共通の漢
字はないので，少し不思議な感じがします。

 （相馬良直）
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